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Aspinall et a1.1) は，種々の植物細胞壁のペクチン質の構造研究において単離したベク


















(a) 分析機器 各種試料の分析には全自動液体クロマトグラフ(JLC・6AUH. 日本電
子〉に積分器(JLC・DK.日本電子)を付属させて使用した. ガラクチュロシ酸とグルク





各々30，360分間溶出した. オリゴガラクチュロン酸の分離には，カラム 0.8x15 cmを
使用し， 400Cで行った. 溶出液は0.2Nホウ酸と 0.055M， O.侃5M， 0.10 M， 0.15 M， 
0.20Mの塩化ナトリウムを含む0.2Nホウ酸を用L、40，60， 30， 60， 80， 100分間溶出
を行った.ポγプの流量はいずれも緩衝液用0.51mlj分，オルシノール試薬用0.42mtj 
分に設定した.
(b) オリゴガラクチュロン醸の同定 分離したピークを各々集め， アンパーライト
IR-120(W型〉にてナトリウムイオンを除去した後，400Cで減圧濃縮しペーパークロマトグ







80%， 90%エタノール， エーテルで洗浄し風乾した. この操作を2度くり返し精製ベク
チシを得た.ベクチン酸は， 畑中 ・小沢・3の方法により精製ベクチシを0.01N水酸化ナ
トリウム， OOC.90分にて脱メチル化し， 80%エタノールにて沈澱物を得た後風乾して




(b) エンドポリガラクチュロナーゼの精製 本酵素の精製は Hatanakaand Ozawa7l 
の方法を一部改良して行った.Saccharomyces fragilisを 5%グルコー ス， 0.2%り
ン酸水素ァγモニウム， 1%酵母エキス， 1 %硫酸マグネシウム， 0.2% lJン酸水素カリ
ウムを含む液体培地にて， 250C， 3日間，静止培養した. 培養液は遠心分離 (8，0∞xg，
20分)にて菌体を除き，培養液液を48時間，脱イオγ水にて透析を行った後，再び0.02M
酢酸塩緩衝液 (pH5.0)にて24時間透析した (7，500ml). 透析温度は 40Cとしたが以
下の実験もすべて 40C以下で行った.透析液を， 0.02M酢酸塩緩衝液 (pH5. 0)にて平
衡化した 1RC-50カラム (3.8x 82cm)を通過させた後， 同緩衝液でカラムを洗浄し，
吸着した酵素は， 0.5M酢酸塩緩衝液 (pH5.0)で溶出し活性画分を集めた.活性画分は
0.02M酢酸塩緩衝液 (pH5.0)にて24時間透析した (450ml). この酵素溶液は，さら
に0.02M酢酸塩緩衝液 (pH5.0)で、平衡化したCMーセファデックス C-50(Pharmacia 
社)カラム (3.2x 20 cm)に吸着させた. 同緩衝液でセファデッ クスを洗浄した後，







































































































































0.5 2 4 5 16 48 
ガラクチュロ γ 0.21 0.54 0.52 0.67 0.57 3.96 
酸 0.28 0.23 0.35 0.42 1. 84 
ジガラクチュロ 0.16 0.61 0.44 0.46 0.71 0.98 1. 21 
ン酸 0.35 0.31 0.29 0.53 0.69 1.14 
トリガラクチュ 0.25 1. 39 0.85 1.08 0.96 0.82 
ロン酸 0.58 0.75 1.98 0.70 1. 04 1. 37 1.45 
テトヲガラクチ 0.09 1.15. 0.94 0.91 0.91 0.91 0.82 

















から0.2Mの濃度に塩化ナトリウムを加えたものを溶出液とした.Dowex-1 x 8 (1∞..2∞ 
メッシュ)樹脂を用い，流速0.51ml/分としウロン酸の場合， カラムの長さ 0.8x 50 
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